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ス状態に陥る蓋然性が高くなる（Susan Hutson and David Clapham eds. 1999, Homelessness 







































































































住居の喪失 事件・災害 劣悪な住居 合計
不安定な思春期
から自立期
100.0（2） 0 0 0 0 0 100.0（2）
不安定な世帯形
成期
0 0 85.7（6） 14.3（1） 0 0 100.0（7）
安定的な世帯期 6.8（5） 39.1（29） 28.4（21） 18.9（14） 2.7（2） 4.1（3） 100.（74）
退職後／老後 5.5（3） 9.1（5） 27.3（15） 54.5（30） 1.8（1） 1.8（1） 100.0（55）
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〈参考〉ライフステージ別出来事の症例（症例の後ろの番号は整理番号）
Ⅰ　不安定な思春期から自立期の問題～正規就労ができない
・ 22歳、男性。適応障害で生活保護受給。転居指導（196）。
・ 26歳、男性。自閉スペクトラム。就労先の借り上げ住宅に住んでいたが、退職（205）。
Ⅱ　不安定な世帯形成期
　1．インフォーマルな互助の形成困難
　　①　配偶者の喪失
・ 39歳、女性。1年前に婚約者を亡くし、無職。メンタルの病気がある（85）。
　　同居者の転居
・ 21歳、女性。1歳9ヶ月の女児との母子。叔母さんの借りている賃貸マンションに居候。おばさん
が県外に転居（198）。
　　②　結婚後のDV
・ 35歳、女性。離婚検討中。小学校3年生の子どもと同居（106）。
・ 36歳、女性。県営住宅に居住。三人の子ども（中二、小五、小四）をつれて離婚したい（207）。
・ 37歳、女性。子ども三人。DV被害者（212）。
・ 48歳、女性、娘、1歳6ヶ月の孫。内縁の夫からのDV（16）。
　2．住居の喪失
　　①　取壊し
・ 30歳、女性。大学時代からの寮に住んでいるが、老朽化で取り壊すため、退去要請。障害手帳2級。
希死念慮がある（267）。
Ⅲ　安定的な世帯期
　1．家計・経済問題
①　退職、失業
・ 31歳、ブラジル国籍の男性。妻は29歳、日本人。失業して家賃を滞納（117）。
・ 38歳、男性。仕事がなく、家賃を2ヶ月滞納、退去要請（143）。
・ 39歳、女性。子ども二人。夫が働かなくなり連絡が取れない。夫の名義で契約した住宅の家賃を滞
納（168）。
・ 50歳、男性。失職後家を失った（142）。
②　多重債務、不安定な収入
・ 60歳、女性。サラ金からの多重債務で家賃滞納。仕事はビジネスホテルのパートと夜の仕事で月10
－9－
日本におけるホームレス予防施策を目指したホームレスのきっかけに関する研究（岡本）
万円程度（137）。
③　家賃滞納
・ 37歳、男性。日経ペルー人。永住権あり。妻、小学生の三人家族。家賃滞納で退去を通告された。
保証人は日本人でないといけない（261）。
　2．健康問題
①　生まれつき障害を抱えていた。親の死亡が問題を顕在化させた。所謂、「8050」問題。
・ 41歳、男性。知的障害C判定、養育手帳。親と同居して借地の住宅に住んでいたが、親が死亡。建
物が老朽化（213）。
・ 57歳、男性。双極性障害、うつ病を経て入院。両親と戸建てに住んでいたが、両親は他界（62）。
・ 57歳、女性。知的障害4級。父親が亡くなり、一緒に住んでいた住宅を売却する（220）。
・ 58歳、男性。母親と同居していた。母の年金と本人の障害年金で暮らしていたが、母が死亡したた
めに退去。足が悪くて働けない（135）。
・ 60歳、男性。市営住宅に居住していたが、母が亡くなったので、転居したい（180）。
②　病気の発症がきっかけ
・ 24歳、男性。病気のために生活保護を受給。無料低額宿泊所に居住（171）。
・ 28歳、男性。父親との関係の悪い、統合失調症の息子（187）。
・ 36歳、男性。離婚、子どもとの別居がうつ病の引き金になった。企業で働いていたが、病気のため
に無理。うつ病で施設居住（162）。
・ 44歳、男性。糖尿病で入院。入院の際に住宅を解約（83）。
・ 44歳、男性。ブラジル国籍。糖尿病で働けず、生活保護受給。息子夫婦と住んでいるが、嫁が入れ
てくれず、息子が帰ってくるのを待って帰る（203）。
・ 46歳、男性。てんかん発作、うつ病で退職（242）。
・ 47歳、男性。精神疾患で休職。傷病手当を受けていたが、打ち切られた。退職。精神障害3級。離
婚。生活保護を受給し、家賃57,000円のために転居始動を受けた（250）。
・ 48歳、男性。妻、高一の娘の三人暮らし。自営していたが、体調が悪くなり、働けず、住宅ローン
の滞納。糖尿病で脚と目が悪い（170）。
・ 51歳、男性。鉄工所を経営。体を壊して働けなくなる。精神障害者2級、車椅子生活（123）。
・ 51歳、女性。脚が悪く、腎臓が悪く、働けない。生活保護を申請（266）。
・ 51歳、男性。31歳、女性（妻、中国人）。癌が見つかり自宅待機となった。期間社員のために失業
手当が無い。ひとりで入居契約をしていたが、妻と二人で暮らして、管理会社から退去を迫られた
（273）。
・ 52歳、女性。夫が心臓病で退職。家賃滞納で退去要請（65）。
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・ 53歳、男性、妻、次男（21歳）。精神疾患のために国家公務員を退職し、公務員住宅を退去せざる
を得ない（18）。
・ 54歳、男性。3年くらい前まで運送関係の仕事をしていた。膵臓が悪く、糖尿病も患っている。ゲー
ムセンターに寝泊りしている（276）。
・ 58歳、男性。栄養失調で倒れているところを発見された。アルコール依存症（184）。
・ 58歳、男性。63産、女性の夫婦。妻はパニック障害で通院。居住環境が悪く、転居を勧める診断
書が書かれた（270）。
・ 60歳、女性。58歳、夫。夫は週三回の透析。心臓のバイパス手術。低家賃の住宅に転居したい
（154）。
・ 61歳、女性。肩甲骨の軟骨が重い荷物を持つ仕事で潰れた。うつ病で働けなくなった。生活保護を
受給し、71,000円の家賃なので転居指導を受けた（253）。
・ 67歳男性。肩を痛めて大工ができなくなった（35）。
・ 70歳、男性。タクシー運転手。会社の寮に居住。脊柱菅狭窄症で入院手術。退職のため住む家がな
い（14）。
　　③　事故がきっかけ
・ 30歳、女性。交通事故でむち打ち症。エステ勤務だが満足に働けない（月11万円）。家賃が6万円
で、債務が100～150万円（140）。
・ 50歳代、男性。脳出血、左麻痺。入院時に住宅を解約。家族との関係が悪く同居できない（104）。
・ 51歳、女性。25歳の息子と同居。息子名義の契約。息子が車の事故で失業。本人の仕事も減り、家
賃が払えない（185）。
・ 52歳、男性。交通事故で入院。更生施設には入りたくない（147）。
・ 55歳、男性。工場の事故で指を切断し、障害者4級。高次脳障害で入院（157）。
　3．インフォーマル互助の困難
　　①　DV
・ 39歳、女性（フィリピン人）、20歳と9歳の息子。69歳の日本人夫が金を巻き上げる。お金を出さ
ないなら出て行けという（40）。
・ 40歳、女性。夫のDVで離婚調停（148）。
・ 44歳、女性。DVで施設保護。精神障害2級、うつ病（181）。
・ 45歳、女性。夫の性的、言葉のDV。結婚以来、生活費を渡してくれない。看護師だが、うつ病の
ため週三日の午前中のみ働いている（234）。
・ 48歳、女性。DV被害者で施設に入居中（133）。
・ 59歳、女性。息子夫婦と同居。戸を思いっきり閉めたり、水道の元栓を閉められたりする（49）。
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・ 51歳、女性。継母からの虐待、夫のDV、発達障害の息子（101）。
・ 53歳の女性と20歳の娘。DVのためビジネスホテルに避難（15）。
・ 56歳、フィリピン人女性。DV被害者、シェルターに居住（121）。
・ 56歳、女性。24歳の息子と避難（172）。
　　②　離婚
・ 30歳代、女性。子ども4人。離婚し、実家に戻った（178）。
・ 40歳前後、女性。夫との関係で精神を病んだ。精神障害2級。中学2年生の息子となるべく早く家
を出たい（275）。
・ 42歳、女性。19歳、女性。18歳、男性。5歳、男性。離婚に向けて別居する家を探す（223）。
・ 44歳、女性。離婚したが、元夫の名義の借家に住んでいた。退去要請（192）。
・ 46歳、男性。離婚。子どもが12歳、9歳、5歳、4歳、2歳の5人。下の子ども三人が次々に体調を
崩し、仕事を休みがちになり退職。家賃滞納（249）。
　　③　配偶者と別居
・ 27歳、女性。同居者が契約していたアパートに住んでいたが、同居者が退去した（113）。
・ 60歳、女性。5年程度別居しているが、籍が入っているので、公営住宅に申し込めない（99）。
　　④　同居者との人間関係が悪い
・ 47歳、男性。母親と同居しているが、折り合いが悪い。精神病で通院中（238）。
・ 49歳、男性。生活保護を受給していたが、離婚したために住宅扶助が37,000円に下がり、転居指導
（280）。
　　⑤　大家とトラブル
・ 47歳、男性。水道管が凍るので直して欲しいと要請したら、管理会社と大家に怒られた。退去して
友人の住居に居る（263）
　　⑥　高齢の親と同居
・ 42歳、女性。母親78歳と持ち家に同居。本人は障害者。将来を考えてアパートに転居したい（255）。
　4．住居の喪失
　　①　退職
・ 20歳、女性。3ヶ月の子どもと二人暮らし。社長の借りた部屋に住んでいたが、派遣会社を辞めた
ので退去しなければならない（191）。
・ 38歳、男性。3月末で会社を辞める。会社が借りている部屋を退去しなければならない（285）。
・ 43歳、男性。6人家族（妻、成人した息子、中2、4歳、3歳）。会社を辞めて寮を退去しなければな
らない（61）。
・ 44歳、男性。退職予定。寮を退所（245）。
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・ 45歳、男性。借り上げ社宅に住んでいたが、退所のため退去しなければならない（268）。
・ 45歳、男性。解雇のために退寮。子ども一人、妻の三人暮らし（102）。
　　②　老朽化による退去、取壊し
・ 37歳、男性。妻、子（7,4,2）。建物の老朽化を理由に退去要請（146）。
・ 50歳代、女性。母の代から30年以上、同じ賃貸住宅に住んでいる。母親が12年前に亡くなり、ひ
とり住まい。建物の老朽化のための建替えで退去要請（159）。
・ 51歳、男性。重い皮膚病のりょうようのために生活保護を受給。アパートの取壊し（284）。
・ 60歳、女性。居住している貸間が老朽化で取り壊し。退去要請（199）。
・ 63歳、男性。知的障害あり、生活保護受給中。大家が亡くなりその息子が相続した。取壊し予定と
のことで、退去を要請された（200）。
　　③　住居売却
・ 36歳、男性。妻と五人の子どもと（17、14、10、5,4）の七人家族。分譲マンションを借りていた
が、売却され、退去要請（260）。
・ 63歳、女性。雇用促進住宅に居住していたが、売却のため退去要請（114）。
　　④　障害者の親子が施設から退所
・ 51歳、女性。中学一年生。聴覚障害者の母と長くあることができない子ども。子どもの中学入学を
機に施設を退所する（237）。
　5．災害や事件
　　①　事件
・ 30歳、女性。夫婦で露天商をしていたが、夫が逮捕され、妻は解雇。アパートの退去要請（66）。
・ 74歳、女性。隣家の火災の影響で住めなくなった（39）。
　　②　災害
　東日本大震災、特に福島原発事故からの避難。支援（制度）の終了。
・ 47歳、男性。妻、年長と2歳の子ども。犬3匹。被災者住宅に居住していたが、退去要請を受けた
（160）。
・ 50歳、男性。福島県から避難。県の借り上げ住宅に住んでいたが、個人契約に変更される。精神障
害者2級（256）。
　6．劣悪な住居
　　①　生活騒音のために転居希望
・ 42歳。ペット不可なのに、ペットが居る。鳴き声がうるさい。夜中にマージャンの音がうるさい。
外壁からの水漏れ、突然積んでいたダンボールが崩れる。隣人が自殺した。キッチンに立てない。
お風呂に入れない。配水管にお湯が通るとガツガツと音がする（222）。
－13－
日本におけるホームレス予防施策を目指したホームレスのきっかけに関する研究（岡本）
・ 61歳、男性。6年前ほど前から上階の水漏れの音がうるさくなった。視覚障害。2年前に自殺を考
え、メンタルクリニックに通院（221）。
　　②　過密居住
・ 34歳、女性。子ども四人、父親、兄、夫の8人の居住。狭い（247）。
Ⅳ　退職後/老後～不安定期
　1．家計・経済問題
　　①　低収入
・ 75歳、女性。アパートの家賃が払えなくなった（283）。
・ 86歳、女性。年金4万円。お茶の先生で、弟子の支援で暮らしている。認知症あり（136）。
　　②　サ高住の家賃滞納
・ 83歳、認知症。サービス付き高齢者向け住宅に居住。孫が金銭管理をしていたが、家賃の滞納が
二ヶ月（279）。
　2.　健康問題
　　①　病気、退院
・ 62歳、男性。脳出血で入院。右側麻痺。生活保護受給（252）。
・ 66歳、男性。脳梗塞で入院。1、2ヶ月アパートを空けたところ、大家から契約違反だと言われ、強
制退去（278）。
・ 72歳、女性。62歳、男性の夫婦。妻がリュウマチのため木造二階から、一階に転居したい（215）。
・ 79歳、男性。車椅子生活になったので、前の住宅に住めない（105）。
・ 79歳、女性。市営住宅にひとり住まい。物忘れが出てきた（244）。
　3．インフォーマル互助の困難
　　①　子どもが養育しない、子どもとの関係悪化
・ 73歳の夫と妻、妻の妹。息子の契約した物件に住んでいるが、折り合いが悪くなり、退去の必要あ
り（156）。
・ 77歳、女性。51歳の息子と同居。息子は統合失調症で無職（55）。
・ 80歳、女性。無職の息子（56歳）と分譲マンションに居住。マンションのローンを払えない（161）。
　　②　DV
・ 66歳、女性。夫に暴力をふるって逮捕。精神疾患。夫は脳梗塞で半身麻酔。要介護1（182）。
・ 72歳、女性。夫の強度のDVとアルコール依存のため（98）。
・ 76歳、夫。71歳、妻。息子が来て、DV。娘のところに避難（131）。
・ 78歳、女性。同居している息子から虐待（210）。
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　　③　離婚
・ 63歳、女性。市営住宅に居住中。適応障害で二週間に一度通院。離婚のために住居が必要（233）。
　　④　同居人の喪失　～収入や権利の喪失
・ 72歳、女性。夫が亡くなった。転居したいが、70歳以上では契約してもらえない（64）。
・ 76歳、女性。借家に知人と二人で居住していたが、知人が他界した。家賃が二倍の四万円になった
（201）。
　　⑤　保証人の喪失
・ 61歳、男性。県営住宅に住んでいるが、入居時の保証人が辞退。保証人がいないと退去しなければ
ならない（144）。
・ 65歳、男性。雇用促進住宅に住んでいるが、市営住宅に転居する。市営住宅には保証人が二人必要
（265）。
・ 80歳、男性。アパート契約時の保証人が死亡。契約更新時に保証人が居ないので退去要請（248）。
　　⑥　支援者の転出
・ 69歳、女性。以前のアパートに住んでいた男性が保証人となり、支援してくれていた。認知症が進
み、支援者も転居し、生活が困難（277）。
　　⑦　近隣住民とのトラブル
・ 68歳、男性。病気で仕事ができず、生活保護受給。アパートの上階の住民とトラブルになり、大家
から退去を要請された（112）。
　4．住居の喪失
　　①　退職
・ 63歳、男性。トラック運転手をしていたが、退職のため寮を退去（68）。
・ 64歳、男性。癌の療養のために退職。勤務先の寮からの退去要請（77）。
・ 64歳、男性。定年退職で社員寮を退去（202）。
・ 65歳、男性。派遣会社に勤務しているが、65歳で定年退職。会社の寮から退去要請を受けた（240）。
・ 67歳、退職のために会社の寮から退去を要請される（7）。
・ 67歳、男性。警備会社に勤務。寮に住んでいたが退職勧告で退去しなければならない（236）。
・ 69歳、男性。アパートの取壊し（122）。
・ 70歳、男性。会社の寮に住んでいたが、退職のため退寮した（116）。
・ 74歳、男性。派遣で就労していたが、仕事がなくなり退寮（86）。
・ 76歳、女性。社員寮の管理員を退職し、寮を出る（214）。
・ 79歳、女性。解雇された。会社名義でアパートが契約されていたので、転居要請。
　　②　建物の撤去・解体・退去
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・ 57歳、女性。アパート取壊しのため退去。足腰が弱い（63）。
・ 63歳、男性。高齢な大家さん（80歳）のアパートに居住。建物の老朽化による取壊しで退去要請
（209）。
・ 建物の老朽化を理由に取り壊すために退去を要請される高齢者。二軒長屋で隣人は既に荷物を運
び出した（5、69歳、11、72歳、12、67歳。）。
・ 69歳、男性。アパートの取壊しのために退去要請（167）。
・ 70歳、女性。1966年竣工のアパートに1981年から住んでいる。耐震基準を満たしていないので取
り壊す。退去要請（239）。
・ 70歳、男性。アパートが取り壊されるために退去要請。
・ 74歳、男性。84歳、女性（内縁）。分家のアパートに住んでいたが、本家が取り壊されるので、退
去要請を受けた（120）。
・ 76歳、女性。老朽住宅の建て替えで転居要請（197）。
・ 77歳、女性。アパートの取壊しのために退去（174）。
・ 79歳、男性。要支援。愛育手帳2の妻。愛育手帳4の長男（42歳）。娘は手帳ギリギリ。老朽化し
たアパートの取壊しのため退去要請（216）。
・ 80歳、男性。61歳、女性。アパートが取り壊される。脳梗塞（119）。
・ 80歳、男性。老朽建物の取壊しで、退去要請（190）。
・ 81歳、男性。アパート取壊し予定。退去要請（243）。
・ 83歳、男性。アパート取壊しのために退去（218）。
・ 87歳、女性。名古屋駅の近くの道路拡張のためらしく、アパートの取壊しのために退去要請（258）。
・ 94歳女性。耐震性能がないために退去を要請された（52）。
　　③　転居指導
・ 69歳、男性。生活保護規程以上のアパート（7万円）に住んでいて、転居指導。塗装工として月15
万円の収入があったが、高齢のため仕事がなくなった（145）。
　5．災害や事件
　　①　事故
・ 68歳、男性。妻、長男。事故を起こし、免許停止。息子は眼の病気で療養中。妻は三年前に脳梗
塞。その後、乳がん。事故の相手の費用もあり、家賃滞納に至った。市営住宅に住んでいるが、家
賃滞納の裁判で退去要請（254）。
　6．劣悪な住居
　　①　子どもの結婚
・ 72歳、女性。息子所有のマンションに同居しているが、狭い。息子が結婚を考えているようなので
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転居したい。足腰が弱り、働けない（282)
